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第一部　フューチャー・デザイン：仮想将来世代の可能性

　

原　

非
常
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

だ
。
将
来
の
社
会
状
況
は
大
き
く

変
わ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
専
門
家

も
関
わ
り
つ
つ
、
複
数
の
将
来
シ

ナ
リ
オ
を
描
い
た
上
で
ビ
ジ
ョ
ン

を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
だ
。　
　

　

青
木　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ペ

ー
ス
が
速
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
そ
こ
に
制
度
が
追

い
つ
い
て
お
ら
ず
、
将
来
世
代
の

資
源
を
速
い
ペ
ー
ス
で
食
い
つ
ぶ

す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
将

来
世
代
を
含
め
た
制
度
設
計
へ
の

変
革
が
急
務
だ
。

　

小
塩　

ド
メ
イ
ン
投
票
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。
子
供
の
利
害
を
反

映
さ
せ
る
と
、
よ
り
将
来
の
人
に

先
送
り
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
。

　

肥
前　

ド
メ
イ
ン
投
票
の
場

合
、
現
在
生
き
て
い
る
子
供
た
ち

と
そ
の
親
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る

た
め
、
先
の
先
の
世
代
ま
で
考
え

る
に
は
不
十
分
だ
。
だ
が
、
少
子

化
で
意
見
が
通
り
に
く
い
世
代
の

声
を
す
く
い
上
げ
る
こ
と
に
は
な

る
。
選
挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ
は

有
効
だ
ろ
う
。

　

上
須　

民
主
制
と
は
単
に
選
挙

権
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
過
去

に
は
市
民
と
い
え
ど
も
、
身
分
、

納
税
額
、 

性
別
の
垣
根
が
あ
っ

た
。
現
代
社
会
に
お
い
て
も
、
ま

っ
た
く
の
平
等
で
は
な
い
。
よ
り

よ
い
制
度
を
構
築
し
て
い
く
べ
き

だ
ろ
う
。

　

森
口　

候
補
者
が
考
え
る
の
は

遠
い
将
来
の
こ
と
よ
り
も
次
の
選

挙
の
こ
と
で
あ
り
、
公
約
は
任
期

中
に
で
き
る
こ
と
が
主
に
な
る
。

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
デ
ザ
イ
ン
の
視

点
か
ら
仕
組
み
自
体
を
考
え
直
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
審

議
会
委
員
の
人
選
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
も
問
題
が
あ
る
。

　
西
條　

民
主
制
と
は
、
現
世
代

の
利
益
を
保
証
す
る
シ
ス
テ
ム

だ
。
専
門
家
だ
け
の
集
ま
り
で
あ

る
審
議
会
に
は
問
題
が
あ
り
、
専

門
家
が
市
民
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な

る
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い

か
。

　

小
塩　

イ
ロ
コ
イ
族
は
７
世
代

先
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

西
條　

イ
ロ
コ
イ
族
の
制
度
は

近
代
以
前
だ
っ
た
の
で
は
な
く
、

独
自
の
民
主
制
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

　

肥
前　

我
々
に
も
で
き
る
だ
ろ

う
。
漢
方
薬
の
よ
う
に
人
間
に
備

わ
っ
て
い
る
力
を
引
き
出
す
仕
組

み
を
考
え
る
べ
き
だ
。
将
来
省
は

そ
の
一
つ
だ
。

　

小
塩　

仮
想
将
来
世
代
の
重
要

性
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

西
條　

理
想
を
言
っ
て
も
実
現

で
き
な
け
れ
ば
仕
方
が
な
い
。
サ

イ
エ
ン
ス
に
お
け
る
実
現
可
能
性

の
面
以
外
に
、
予
算
の
面
で
の
実

現
可
能
性
の
検
討
も
必
要
だ
。

　

原　

矢
巾
町
や
関
西
の
自
治
体

で
は
実
践
が
始
ま
っ
て
い
る
。
住

民
が
現
世
代
と
仮
想
将
来
世
代
に

分
か
れ
た
場
合
、
世
代
間
で
全
く

違
う
発
想
を
す
る
こ
と
が
分
か
っ

て
き
た
。
次
は
こ
れ
を
社
会
実
装

し
て
い
く
段
階
に
移
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

小
塩　

現
在
世
代
と
将
来
世
代

の
利
害
対
立
を
ど
う
調
整
す
れ
ば

よ
い
か
。

　

上
須　

そ
も
そ
も
将
来
世
代
の

意
見
を
採
り
入
れ
る
理
由
を
考
え

た
い
。
ま
ず
は
、
将
来
ど
う
い
う

社
会
を
つ
く
り
た
い
か
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。討
議
の
中
で
、

現
在
世
代
の
利
益
を
損
な
っ
て
将

来
世
代
の
利
益
を
確
保
す
る
と
い

う
こ
と
が
回
避
さ
れ
る
可
能
性
も

あ
る
。

　

小
塩　

仮
想
将
来
世
代
は
ど
の

よ
う
な
立
場
で
話
す
の
か
。

　

吉
岡　

集
ま
っ
た
段
階
で
は

皆
、
フ
ラ
ッ
ト
な
状
態
だ
。
そ
の

後
、
仮
想
将
来
世
代
に
選
ば
れ
た

人
が
、
現
状
の
説
明
を
受
け
、
専

門
家
の
話
を
聞
き
な
が
ら
答
え
を

出
し
て
い
く
。

　

原　

矢
巾
町
で
の
討
議
で
は
初

め
に
、「
２
０
６
０
年
の
人
の
立

場
に
立
っ
て
、
そ
の
人
た
ち
の
利

益
を
代
弁
し
て
討
議
し
て
く
だ
さ

い
」
と
お
願
い
し
た
。
よ
り
自
由

に
発
想
し
て
も
ら
う
た
め
の
手
法

に
つ
い
て
は
、
現
在
検
討
中
だ
。

　

小
塩　

意
見
を
交
わ
す
こ
と
で

両
世
代
で
同
じ
未
来
が
見
え
る
こ

と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

吉
岡　

あ
る
情
報
を
得
た
こ
と

に
よ
っ
て
現
役
世
代
の
考
え
方
も

変
わ
る
こ
と
は
あ
る
。
そ
れ
は
、

必
要
な
こ
と
だ
。

　

森
口　

現
代
は
科
学
技
術
の
変

化
の
ス
ピ
ー
ド
が
あ
ま
り
も
速

い
。
現
在
の
情
報
で
将
来
世
代
の

こ
と
を
代
弁
で
き
る
の
か
ど
う
か

が
気
が
か
り
だ
。
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　「仮想将来世代」の概念が注目を集めている。持続可能な社会を構築するため、今は存在しない将

来世代の視点・利益を反映した意思決定をしようという試みだ。新たな社会を創造する枠組み「フュー

チャー・デザイン」を考えるフォーラムが12月中旬、東京・一ツ橋の一橋講堂で開かれ、専門家が最

新情報を報告した。

フューチャー・デザイン
〜七世代先を見据えた社会の構築を目指して〜

講演者８人による討論

第二部　フューチャー・デザインはなぜ必要か

彼
ら
は
重
要
な
意
思
決
定
の
際
、

７
世
代
後
の
人
々
に
な
り
き
っ

た
。
我
々
に
は
な
い
発
想
だ
。

　

よ
う
や
く
研
究
者
が
将
来
の
社

会
を
今
デ
ザ
イ
ン
す
る
実
験
を
始

め
て
い
る
。
現
代
人
に
「
仮
想
将

来
世
代
」
と
い
う
心
の
キ
ャ
ッ
プ

を
か
ぶ
っ
て
も
ら
う
実
験
だ
。
通

常
は
今
の
問
題
を
将
来
の
課
題
と

考
え
が
ち
だ
が
、
仮
想
将
来
世
代

は
独
創
的
で
困
難
な
課
題
の
優
先

度
を
高
め
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

研
究
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
が
、

「
将
来
学
部
」
や
そ
の
大
学
院
の

設
立
構
想
を
持
っ
て
い
る
。

役
世
代
が
負
担
増
に
苦
し
む
と
い

う
世
代
間
対
立
で
は
な
く
、
現
役

世
代
対
未
来
世
代
の
問
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
に
着
目
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

私
た
ち
の
利
益
追
求
が
、
将
来

世
代
の
利
益
を
犠
牲
に
す
る
深
刻

な
時
代
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
我
々

の
振
る
舞
い
が
将
来
世
代
の
目
に

ど
の
よ
う
に
映
る
か
と
い
う
問
題

意
識
か
ら
、
現
行
の
社
会
・
経
済

制
度
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
今

こ
そ
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
デ
ザ
イ
ン

が
必
要
だ
。

　

個
人
の
属
性
も
判
断
傾
向
に
影

響
を
与
え
る
。
例
え
ば
子
供
を
持

つ
親
は
、
将
来
世
代
を
よ
り
お
も

ん
ぱ
か
っ
た
判
断
を
す
る
傾
向
が

あ
る
。
新
た
な
参
加
型
意
思
決
定

の
仕
組
み
づ
く
り
で
は
、
多
様
な

世
代
、
立
場
の
住
民
の
参
加
が
必

要
だ
。
専
門
家
や
行
政
関
係
者
は

サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
り
、
議
論
に
有

益
な
情
報
を
提
示
す
る
。
そ
の
下

で
仮
想
将
来
世
代
の
参
加
に
基
づ

く
意
思
決
定
の
仕
組
み
が
実
装
さ

れ
る
こ
と
が
、
市
場
や
民
主
制
を

補
完
す
る
新
し
い
社
会
的
秩
序
の

デ
ザ
イ
ン
実
現
に
つ
な
が
る
。

像
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
現
在
と
結

び
つ
け
る
知
見
を
提
供
し
て
い

る
。
将
来
省
は
こ
れ
を
具
現
化
す

る
一
つ
の
手
段
と
し
て
考
え
ら

れ
、
将
来
世
代
の
存
在
を
現
世
代

の
社
会
生
活
に
取
り
込
む
役
割
を

担
う
。

　

将
来
省
は
広
い
意
味
で
の
リ
ス

ク
管
理
や
ビ
ジ
ョ
ン
形
成
に
つ
い

て
知
見
を
蓄
え
、
省
庁
間
の
調
整

や
政
策
立
案
を
担
う
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。
政
府
が
始
め
る
の
が
難

し
け
れ
ば
、
地
方
自
治
体
か
ら
将

来
課
の
よ
う
な
形
で
始
め
て
み
て

も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　

当
初
は
水
道
料
金
の
値
下
げ
を

主
張
し
た
が
、
安
心
安
全
な
水
の

供
給
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、

施
設
を
見
学
し
、
老
朽
化
の
現
状

を
説
明
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通

じ
水
道
へ
の
理
解
を
深
め
た
。
住

民
に
変
化
が
み
ら
れ
、
水
道
料
金

改
定
を
望
む
声
ま
で
上
が
っ
た
。

　

こ
の
試
行
錯
誤
に
４
年
か
か

り
、
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
デ
ザ
イ
ン

と
出
合
っ
た
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

は
将
来
の
利
益
、
理
想
的
な
イ
メ

ー
ジ
が
語
れ
る
仮
想
将
来
世
代
の

存
在
が
重
要
だ
。

　

提
言
で
は
、
復
興
庁
の
減
災
庁

へ
の
改
組
に
も
言
及
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
復
興
庁
が
21
年
３
月

31
日
ま
で
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と
が

決
ま
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

防
災
・
減
災
は
む
ろ
ん
重
要
だ

が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
よ
り
広

い
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
デ
ザ
イ
ン
の

観
点
か
ら
将
来
省
に
し
て
み
て
は

ど
う
か
と
提
案
し
た
い
。
同
時
に

我
々
も
、
学
際
的
な
視
点
で
、
復

興
や
防
災
・
減
災
へ
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
。

区
別
で
き
、
影
響
の
程
度
の
差
が

大
き
い
テ
ー
マ
な
ら
受
容
さ
れ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

で
は
ド
メ
イ
ン
投
票
の
導
入
で

何
が
起
こ
り
得
る
か
。
１
票
し
か

与
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
き
の
投
票

行
動
は
、
通
常
投
票
よ
り
自
己
利

益
に
走
る
傾
向
が
強
い
。
懸
念
を

払
拭
す
る
に
は
、
住
民
間
で
話
し

合
う
こ
と
が
有
効
だ
ろ
う
。
政
治

学
で
は
市
民
が
集
ま
り
話
し
合
う

熟
議
民
主
主
義
が
活
発
に
研
究
さ

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
研
究
と
フ

ュ
ー
チ
ャ
ー
・
デ
ザ
イ
ン
の
連
携

を
期
待
し
て
い
る
。

庁
横
断
的
に
推
進
し
て
い
る
。

　

持
続
的
社
会
の
実
現
を
目
標
に

設
定
し
た
場
合
、
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス

テ
ィ
ン
グ
の
手
法
を
使
っ
て
、
例

え
ば
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
現
の

た
め
の
知
識
や
人
材
、
補
完
的
な

制
度
を
整
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

同
会
議
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

た
め
に
省
庁
横
断
的
に
資
源
配
分

を
行
っ
て
い
る
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ

る
政
策
に
つ
い
て
将
来
省
が
将
来

世
代
を
見
据
え
て
、
資
源
分
配
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

独
創
的
で
困
難
な
課
題
に
言
及

現
行
社
会
保
障
制
度
を
見
直
す

新
し
い
社
会
秩
序
を
デ
ザ
イ
ン

政
府
が
難
し
け
れ
ば
地
方
か
ら

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
将
来
像
必
要

減
災
省
への
改
組
よ
り
将
来
省
へ

熟
議
民
主
主
義
と
の
連
携
期
待

将
来
省
が
将
来
世
代
見
据
え
資
源
分
配

今
世
紀
ま
で
将
来
世
代
の
様
々
な

資
源
を
奪
っ
て
き
た
。

　

で
は
ど
の
よ
う
に
社
会
を
変
革

し
て
い
く
の
か
。
か
つ
て
米
国
の

先
住
民
族
の
一
つ
、
イ
ロ
コ
イ
族

は
北
米
で
連
邦
を
形
成
し
た
が
、

策
は
財
務
省
で
は
な
く
、
厚
生
労

働
省
の
管
轄
事
項
だ
と
い
っ
て
も

お
か
し
く
な
い
く
ら
い
だ
。

　

社
会
保
障
は
現
役
層
か
ら
高
齢

層
へ
の
所
得
移
転
の
装
置
だ
。
高

齢
者
向
け
給
付
増
加
の
た
め
、
現

世
代
の
た
め
に
譲
歩
す
る
意
思
決

定
は
難
し
い
。
こ
う
し
た
中
、
仮

想
将
来
世
代
創
出
の
実
証
と
住
民

参
加
型
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
が
岩
手

県
矢
巾
町
や
関
西
の
自
治
体
で
実

践
さ
れ
、波
及
す
る
兆
し
が
あ
る
。

類
が
協
力
す
れ
ば
持
続
可
能
な
状

況
の
維
持
も
不
可
能
で
は
な
い
と

い
う
研
究
が
あ
る
。

　

目
標
を
設
定
し
、
将
来
を
予
測

す
る
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
の
手
法
で

将
来
に
お
け
る
持
続
可
能
な
社
会

い
。
岩
手
県
矢
巾
町
で
は
、
２
０

０
６
年
に
水
道
事
業
の
中
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
た
が
、
そ
の
後

政
策
の
必
要
性
を
理
解
し
て
も
ら

い
、
合
意
形
成
を
図
る
目
的
で
住

民
参
加
の
取
り
組
み
を
始
め
た
。

今
後
の
人
口
減
少
や
将
来
の
災
害

と
い
う
文
脈
で
使
わ
れ
、「
未
来
」

と
い
う
言
葉
は
主
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

選
択
の
文
脈
で
使
わ
れ
て
い
る
。

親
に
そ
の
分
の
票
を
与
え
、
若
い

世
代
の
意
思
反
映
を
見
込
む
。
実

現
可
能
性
の
検
証
の
結
果
、
特
定

の
政
治
的
意
思
決
定
で
あ
り
、
影

響
を
受
け
る
人
と
受
け
な
い
人
が

シ
ョ
ン
が
必
要
だ
。
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
に
は
、
目
標
設
定
が
不
可
欠

で
、
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は

何
が
必
要
か
を
考
え
て
実
行
す
る

こ
と
が
必
須
で
、
現
在
総
合
科
学

技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
が
省

　

市
場
原
理
、
民
主
制
、
個
人
が

持
つ
楽
観
性
は
将
来
世
代
に
ま
で

利
益
を
配
分
し
な
い
。
む
し
ろ
３

つ
の
要
素
が
絡
み
合
い
、
我
々
は

　

過
去
30
年
間
の
政
府
支
出
の
対

国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
比
の
上

昇
は
、
社
会
保
障
給
付
の
増
加
だ

け
で
ほ
ぼ
説
明
で
き
る
。
財
政
政

　

持
続
可
能
な
社
会
を
導
く
た
め

に
は
、
今
の
課
題
に
対
し
ど
こ
か

の
世
代
が
負
担
す
る
か
譲
歩
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、
将
来

　

２
０
０
０
年
以
降
に
始
ま
っ
た

「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
学
」
に

は
、
こ
の
ま
ま
で
は
持
続
不
可
能

な
状
況
に
な
る
と
い
う
研
究
と
人

　

水
道
の
費
用
構
造
の
大
半
は
、

水
道
管
、
浄
水
場
の
固
定
費
だ
。

人
口
減
で
水
の
使
用
量
が
減
っ
て

も
コ
ス
ト
の
総
額
は
変
わ
ら
な

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
日
本
学

術
会
議
は
様
々
な
分
野
で
提
言
を

発
信
し
て
き
た
。
あ
る
提
言
で
は

「
将
来
」
と
い
う
言
葉
は
、
主
に

　
「
ド
メ
イ
ン
投
票
」
と
い
う
方

式
が
あ
り
、
将
来
志
向
の
選
挙
制

度
と
し
て
議
論
に
な
っ
て
い
る
。

投
票
権
を
持
た
な
い
子
供
を
持
つ

　

我
々
の
生
活
を
向
上
さ
せ
る
た

め
に
は
、
新
し
い
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
の
ほ
か
、
生
産
能

力
を
拡
大
さ
せ
る
た
め
イ
ノ
ベ
ー

一
橋
大
学
経
済
研
究
所
教
授
・

日
本
学
術
会
議
会
員

西
條 

辰
義
氏

一
橋
大
学
経
済
研
究
所
教
授

小
塩 

隆
士
氏

大
阪
大
学
環
境
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
特
任
准
教
授

原 

圭
史
郎
氏

大
阪
大
学
環
境
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
特
任
准
教
授

上
須 

道
徳
氏

岩
手
県
矢
巾
町
役
場

上
下
水
道
課
係
長

吉
岡 

律
司
氏

東
京
大
学
大
学
院

工
学
系
研
究
科
教
授
・

日
本
学
術
会
議
連
携
会
員

森
口 

祐
一
氏

高
知
工
科
大
学
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・

デ
ザ
イ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
・

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
兼
教
授

肥
前 

洋
一
氏

九
州
大
学
理
事
副
学
長
・

日
本
学
術
会
議
会
員

青
木 
玲
子
氏

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
デ
ザ
イ
ン

仮
想
将
来
世
代
の
可
能
性

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
デ
ザ
イ
ン
は

な
ぜ
必
要
か

仮
想
将
来
世
代
と
の
共
創
に
よ
る

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
形
成
と
地
域
実
践

将
来
省
の
可
能
性

矢
巾
町
に
お
け
る
住
民
参
加
型
水
道
事
業

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
と
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
デ
ザ
イ
ン

災
害
復
興
か
ら
み
た

将
来
デ
ザ
イ
ン
と
学
際
連
携

ド
メ
イ
ン
投
票
と

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
デ
ザ
イ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
デ
ザ
イ
ン

将
来
世
代
の
視
点
で
意
思
決
定

広
　
　
告

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ

技
術
進
歩
の
速
さ
考
慮

専
門
家
は
市
民
支
援
を


